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同

窓

j ,こ

万

，

丿

会

ぶ

尚 § 44

い 江

、

同

窓

会

は

設

立

以

来

、

三

年

の

歳

月

を

経

た

わ

け

で

す

が

、

当

年

は

揺

鉦

期

よ

り

脱

皮

し

「

偉

大

な

る

前

進

」

戦

計

。

り

た

く

思

い

ま

寛

母

校

が

創

か

Ｗ

咸

。

’

年

を

迎

え

ま

し

た

。

も

は

や

母

副

帥

貳

に

・

設

校

で

ａ

な

く

ヽ

輝

ふ

し

い

債

統

が

犀

み

つ

つ

あ

り

ま

す

。

　

　

。

＼

言

沁

二

、

今

回

は

同

窓

会

の

未

来

像

に

つ

い

て

。

若

干

述

べ

た

い

と

思

い

ま

す

。

‘△

ケ

ー’

先

ず

、

「

山

の

家

」
（

母

校

林

間

単

校

兼

用

）

の

建

設

が

挙

げ

ら

れ

ま

す

丿

。
モ

・

の

完

成

時

に

は

素

晴

し

い

環

境

が

府

冶

－ 一 一

構

え

て

い

ま

す

。

　

　

　

　

　

へ
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…

…

゛

レ

春

秋

　

林

の

こ

か

げ

で

か

わ

い

卜

小

動

物

と

出

会

っ

た

り

フ

″

『

｀

一

‘

緑

の

森

の

小

路

で

ぢ

も

知

一

Ｓ

‘¶

”

‘

一

♂

ら

ぬ

美

し

い

草

花

を

溌

見

し

た

り

、

清

ら

か

な

谷

川

中

沢

で

水

遊

び

に

興

じ

た

り

：

…

（

イ

キ

ン

グ

に

最

適

。

夏

　

澄

き

と

お

る

よ

う

な

清

￥

し

い

空

気

。

自

然

の

緑

の

樹

木

や

草

花

に

包

ま

れ

た

風

景

の

中

で

の

楽

し

」

混

と

と

き

。

別

世

界

の

冷

涼

合

宿

や

避

暑

に

最

適

Ｏ

｀
。

、

冬

　

高

原

の

な

だ

ら

か

な

斜

面

に

は

白

銀

色

の

敢

景

が

ま

ば

ゆ

く

展

開

す

る

。

ス

キ

ー

、

ス

ケ

ー

ト

に

最

適

’。

。

こ

の

様

な

大

自

然

に

ふ

ん

だ

ん

に

親

う

岫

心

月

回

心

尚

贈

個

月

用

言

丿

球

順
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ぶ

淵
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同･- - ●

い

ヽ

憩 、

レ ｍ

加

ぎ

夫

候

補

地

（

例

那

須

高

原

、

志

賀

高

原

）

資

金

調

達

を

検

討

中

。

ま

た

、

各

大

学

・

会

社

で

の

深

高

同

窓

会

の

集

い

。

い

わ

ゆ

る

文

部

結

成

は

’

同

窓

生

に

有

形

無

形

の

恩

恵

を

施

す

で

ヅ

し

ょ

う

・

例

え

ば

、

慶

応

義

塾

大

学

で

。‘

は

昨

年

深

沢

慶

応

会

が

発

足

し

、

大

学

い

学

生

部

の

許

可

を

得

て

公

認

団

体

と

な

ご

て

い

ま

す

。

同

期

生

を

始

め

先

輩

、

。

後

輩

の

親

睦

も

深

ま

る

と

い

う

趣

意

。

同

窓

会

の

資

金

設

備

援

助

に

よ

る

サ

ー

’

ク

ル

活

動

等

も

実

現

で

き

そ

う

で

す

。

茶

道

、

華

道

、

書

道

は

深

高

が

誇

る

茶

室

。

清

明

亭

’

有

で

す

。

日

本

広

し

と

言

ｙ

．

へ

’
Ｓ
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７

４

ｔ
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‘

や

‘
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－
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四

Ｉ
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へ

学

校
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ヽ
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丿
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泌 一

二 よ

の

近

況

阜

い

も

の

で

、

も

う

第

三

回

の

諸

君

が

同

窓

会

に

入

会

す

る

よ

う

に

な

り

。

会

員

数

も

級

数

的

に

増

加

の

方

向

を

た

ど

っ

て

い

る

こ

と

は

、

本

会

発

展

の

あ

ら

わ

れ

と

し

で

何

よ

り

も

喜

ば

し

い

こ

と

で

す

。

次

に

学

校

の

様

子

を

二

三

思

い

つ

く

ま

ま

に

お

知

ら

せ

し

て

お

き

ま

す

。

第

一

は

待

ち

望

ん

で

い

た

体

育

館

が

で

き

あ

が

っ

た

こ

と

で

す

。

こ

れ

は

諸

君

が

在

学

中

熱

望

し

て

い

た

も

の

で

し

た

が

、

よ

う

や

く

実

現

さ

れ

た

わ

け

で

本

校

と

し

て

最

大

の

収

穫

と

言

え

ま

し

ょ

う

。

渡

り

廊

下

を

ふ

く

め

て

九

八

七

平

方

メ

ー

ト

ル

で

約

二

九

〇

〇

万

円

か

か

っ

て

い

ま

す

。

第

二

は

清

明

亭

の

外

装

工

事

が

完

成

し

た

こ

と

で

す

。

旧

長

尾

邸

の

遺

構

と

し

て

引

き

つ

が

れ

た

こ

の

建

物

は

昭

和

初

期

の

も

の

で

大

分

学

校

長

　

田

　

村

、

謙

ご

阿

↓

゛

’

　

１

　

　

７

－

損

傷

を

う

け

て

い

ま

し

た

が

、

数

年

琳

の

改

修

工

事

で

見

ち

が

え

る

よ

う

鴎

、

立

派

に

な

り

ま

し

た

。

大

切

池

し

て

瞰

徒

の

人

格

を

高

め

る

上

に

役

立

た

せ

乖

い

も

の

で

す

。

第

三

は

卒

｛

吊

砥

の

揃

堤

冊

状

況

で

す

が

、

就

職

希

望

の

人

は

泰

郡

き

ま

っ

て

そ

れ

ぞ

れ

の

職

場

で

明

か

め

い

毎

日

を

過

ご

し

て

お

り

、

大

学

ｔ

瞰

。

ｌ

　

　

　

　

　

　

　

　

ヾ
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』

ぺ

進

学

を

希

望

し

た

人

は

国

立

大

学

に

宍

名

、

私

立

大

学

に

八

七

名

、

蝋

期

ふ

ｙ

皐

に

七

五

名

合

格

し

て

い

ま

す

。

ミ

を

り

政

も

第

｝

回

か

ら

の

卒

業

生

を

躯

ｉ

灸

と

、

今

年

度

は

三

七

〇

名

の

合

格

奢

娠

出

し

て

い

ま

す

。

　

ノ

。
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…

…

い

終

り

に

わ

が

深

沢

高

校

を

帛

巣

さ

昨

た

諸

君

が

こ

の

愛

す

べ

き

第

一

一

の

仙

臥

鴎

を

常

に

心

に

と

ど

め

て

未

派

に

そ

れ

ぞ

れ

美

し

い

開

花

の

日

を

迎

え

ら

れ

ん

政
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先

ず

殼

初

に

同

窓

会

設

立

当

時

の

事

情

を

簡

単

に

説

明

し

た

い

と

田
－

い

ま

す

四

十

一

年

八

月

盛

夏

の

折

に

、

卒

業

前

に

選

出

さ

れ

て

い

た

同

窓

会

準

備

委

員

が

会

合

を

開

き

、

同

窓

会

発

足

の

為

に

準

備

委

員

会

が

成

立

さ

れ

ま

し

た

。

こ

の

席

上

準

備

委

員

長

に

小

尾

君

（

現

会

長

）

が

選

出

さ

れ

ま

し

た

。

こ

の

三

同

窓

会

回

顧

録

カ

月

間

に

渡

る

準

備

の

末

、

同

年

十

月

に

第

一

回

総

会

が

開

催

さ

れ

た

わ

け

で

す

。

そ

の

閲

総

会

プ

ラ

ン

、

規

約

等

が

慎

重

に

委

員

の

下

で

立

瀋

さ

れ

ま

し

た

十

月

の

総

会

で

新

役

員

が

選

任

さ

れ

べ

第

一

期

理

事

金

が

発

足

し

ま

し

た

。

第

一

期

の

会

の

活

動

に

関

し

て

は

、

会

員

の

皆

さ

ん

が

御

存

知

の

通

り

で

。

第

二

y

４

｛

’

4

’

／
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Ｉ

ｊ

‐

’

ｙ

゛

”
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゛
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’
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’

い

’

、

土

佐

犬

⑤

１

で

1

…

… ?

ｽl

誘

回

総

会

’

よ

会

報

の

発

行

’

¨
り

名

蟻

作

成

’

等

が

主

要

な

活

動

ど

な

レ

ギ

レ

ｔ

第

一

期

を

顧

み

て

同

窓

会

脈

動

ｔ

ｔ

活

発

で

あ

り

、
‘

私

に

は

こ

の

様

な

歯

巌

ご

は

不

向

き

な

の

で

は

な

か

ろ

り

か

と

焼

。

度

も

疑

い

ま

し

た

。

し

か

し

、

。
。
こ

の

防

勣

を

通

じ

ｔ

多

極

多

様

な

人

か

昿

に

訟

れ

た

事

は

、

楽

し

さ

と

精

神

的

ｔ

ｔ

町

ｊ

　

い

　

し

芒

前

会

長

有

川

雄

二

征

二

り

を

得

’た

よ

う

祀

思

わ

れ

４

け

パ

ａ

ｌ

。

当

初

か

ら

事

務

の

不

慣

れ

齢

あ

Ｊ

在

事

も

な

か

な

か

進

捗

し

ま

せ

ん

で

レ

｀

’

が

ヽ

殼

を

大

き

な

障

希

ぼ

俳

６

に

は

？

校

や

職

場

が

あ

刄

同

協

会

の

囃

蜀

ご

没

頭

て

き

な

町

戈

ご

と

ズ

ル

ヰ

洪

（

－

゛

　

　

　

ｌ

　

　

｀

㎡
Ｉ

Ｉ

φ

い
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・
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１

１

　

１

－

卜

ヶ

☆

言

子

球

1

1

1

1

　

　

。

ぐ

…

…

‘

に

ヽ

ｙ

｛

・

づ

い

琵

作

ｾﾞこ ｙS｡｡･ｊ･. I ’ ‘ I ･

・

え

ど

も

公

立

学

校

内

に

時

価

数

千

万

円

に

相

当

す

る

茶

室

を

擁

す

る

高

校

は

稀

に

お

い

て

定

期

的

に

在

学

生

も

交

え

て

楽

し

く

開

催

さ

れ

ま

す

二

文

学

散

歩

、

旅

の

会

等

も

数

名

の

有

志

の

参

加

で

も

可

能

。

趣

き

を

変

え

て

経

済

、

経

営

研

究

会

等

も

同

窓

生

の

有

機

的

な

結

合

に

よ

っ

て

合

宿

セ

ミ

ナ

ー

の

開

催

が

期

待

で

き

る

。

ヽ

要

す

る

に

ア

イ

デ

ア

を

生

み

さ

え

す

れ

ば

何

ん

で

も

で

き

る

包

容

力

を

持

ち

且

つ

、

‘

深

高

と

運

命

を

七（

に

す

る

気

構

え

で

母

校

の

発

展

に

寄

与

し

、

以

っ

て

報

恩

の

志

を

厚
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